
倫理学における内的視点と外的視点

本
稿
の
目
的
は
、
「
全
一
性
に
基
づ
く
反
論
」
と
呼
ば
れ
る
Ｂ
・
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
の
功
利
主
義
批
判
を
軸
に
、
客
観
主
義
的
な
功
利
主
義
の
外
的

視
点
と
、
行
為
者
に
相
対
的
な
内
的
視
点
の
関
係
を
検
討
す
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
際
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
ヘ
の
応
答
と
し
て
有
力
視
さ
れ
て
い
る

間
接
功
利
主
義
の
再
批
判
を
通
じ
て
、
最
終
的
に
こ
の
二
つ
の
視
点
を
対
等
と
み
な
す
見
解
の
提
示
を
目
指
す
。

本
稿
の
構
成
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
ま
ず
第
二
節
に
お
い
て
、
ウ
ィ
リ
ァ
ム
ズ
の
全
一
性
に
基
づ
く
批
判
を
概
観
す
る
。
続
く
第
三
節
、
第

四
節
で
従
来
の
功
利
主
義
の
応
答
を
検
討
し
た
上
で
、
最
終
的
に
第
五
節
で
全
一
性
と
功
利
主
義
の
あ
る
べ
き
関
係
を
論
じ
る
。

一
、
序
論

倫
理
学
に
お
け
る
内
的
視
点
と
外
的
視
点

ｌ
「
全
一
性
に
基
づ
く
反
論
」
と
間
接
功
利
主
義
Ｉ

佐
藤
岳
詩
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二
’
一
ジ
ム
の
事
例

ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
は
前
掲
書
の
中
で
以
下
の
よ
う
な
思
考
実
験
を
提
示
す
る
含
己
．
弓
．
謁
‐
沼
）
。
植
物
調
査
の
た
め
に
南
米
を
訪
れ
た
ジ
ム
は
、

偶
然
、
一
団
の
兵
士
た
ち
と
出
会
う
。
指
揮
官
に
よ
れ
ば
、
彼
ら
は
今
か
ら
反
政
府
的
な
イ
ン
デ
ィ
オ
二
十
人
を
銃
殺
す
る
と
こ
ろ
だ
と
言
う
。

し
か
し
、
賓
客
と
し
て
ジ
ム
が
一
人
を
殺
す
栄
誉
を
担
う
な
ら
、
残
り
の
十
九
人
は
特
別
に
解
放
す
る
と
い
う
。
イ
ン
デ
ィ
オ
た
ち
も
含
め
ず
人
々

は
皆
、
ジ
ム
が
一
人
を
殺
す
こ
と
を
望
ん
で
い
る
。
ジ
ム
は
ど
う
す
る
べ
き
か
。

素
朴
な
功
利
主
義
者
な
ら
ば
、
ジ
ム
は
一
人
を
殺
す
べ
き
だ
、
と
即
答
す
る
だ
ろ
う
。
一
人
の
死
と
二
十
人
の
死
で
は
、
ジ
ム
が
覚
え
る
道
徳

的
な
不
快
感
を
差
し
引
い
た
と
し
て
も
、
な
お
前
者
の
方
が
よ
り
多
く
の
善
を
も
た
ら
す
こ
と
は
明
ら
か
に
思
わ
れ
る
た
め
で
あ
る
。
し
か
し
、

、
、
、
、
、
、
、
↑

こ
の
よ
う
な
形
で
の
事
態
の
と
ら
え
方
に
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
は
疑
義
を
呈
す
る
。
彼
に
よ
れ
ば
、
功
利
主
義
的
な
観
点
と
は
、
各
行
為
者
の
感
情
な

ど
を
す
べ
て
功
利
主
義
的
価
値
の
対
象
と
し
て
、
い
わ
ば
外
側
か
ら
眺
め
る
見
地
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
外
的
な
見
地
は
、
行
為
者
を
自
分
の

も
っ
て
い
る
道
徳
的
感
情
や
行
為
か
ら
疎
外
す
る
。

ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
は
様
々
な
形
で
近
代
道
徳
理
論
、
特
に
功
利
主
義
と
義
務
論
の
批
判
を
行
っ
た
が
、
中
で
も
倉
シ
Ｑ
冨
邑
の
呉
ロ
昼
言
国
目
耐
日
。

（
雪
雲
四
目
の
ご
畠
）
に
お
け
る
議
論
は
、
後
に
「
全
一
性
に
基
づ
く
反
論
盲
電
喪
ご
○
豆
の
ｓ
ｏ
国
）
」
と
呼
ば
れ
、
功
利
主
義
者
と
の
間
に
広
汎
な

論
争
を
巻
き
起
こ
し
た
。
本
節
で
は
ま
ず
こ
の
反
論
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
か
を
確
認
し
よ
う
。

大
事
な
こ
と
は
、
ジ
ム
が
自
分
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
や
最
も
深
い
レ
ベ
ル
で
真
剣
に
有
す
る
態
度
か
ら
生
じ
る
も
の
と
し
て
の
、
そ
し
て
自

二
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
の
主
張
～
全
一
性
に
基
づ
く
反
論
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